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平成２６年度　サテライト利用者実績

本　人 保護者 その他

4月 - - - - - - - - -

5月 - - - - - - - - -

6月 - - - - - - - - -

7月 6 6 6 0 0 1 0 0 0

8月 6 8 6 2 0 0 0 0 0

9月 5 6 5 1 0 1 0 0 0

10月 3 5 3 2 0 0 0 0 0

11月

12月

1月

2月

3月

合計 20 25 20 5 0 2 0 0 0

本　人 保護者 その他

4月 - - - - - - - - -

5月 - - - - - - - - -

6月 - - - - - - - - -

7月 2 3 2 1 0 2 0 0 0

8月 1 1 1 0 0 0 0 0 0

9月 3 3 3 0 0 0 0 0 0

10月 3 3 3 0 0 0 0 0 0

11月

12月

1月

2月

3月

合計 9 10 9 1 0 2 0 0 0

第３木曜日１０時３０分～１４時２０分

第２・第４月曜日１３時～１５時５０分

「新津サテライト」利用者実績（秋葉・南区エリア）

相談
件数

延べ
人数 （内訳）  就労 福祉就労  進学 職業訓練

「巻サテライト」利用者実績（西蒲区エリア）

 就労
（内訳）

福祉就労  進学 職業訓練
相談
件数

延べ
人数
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臨床心理士相談実績報告（別紙資料参照） 

 

１ 対象期間：平成 26 年 4 月～9 月 

２ 報告内容 

１）相談人数：実人数：31 名、延べ人数：136 名 

２）報告内容 

① 医療機関・専門機関へのリファー（支援継続者も含む）：9 名 

 ＜リファー先＞ 

・ 新潟県発達障がい者支援センター「ＲＩＳＥ」 

・ 新潟市発達障がい支援センター「ＪＯＩＮ」 

・ 医療機関：発達障害専門クリニック、精神科病院、精神科クリニック 

・ 就労移行支援事業所、地域活動支援センターⅢ型など（見学・体験） 

＊ 心身の不調がある場合、まずは医療機関受診を勧めていく。 

＊ 以前に精神科・心療内科等を受診しながらも改善していない場合、発達障

がいが隠れている場合がある。発達障がいの専門機関を紹介し、診断がつ

くと、障がい者就労に向けて動き始めることが少なくない。 

＊ 医療機関・専門機関の受診に際しては、ご本人だけでなく保護者にも“丁

寧な説明と同意”を行うようにしている。ご家族と一緒に、ご本人を支援

していく体制が作ることが重要である。 

 

② 就労決定者：一般就労・障がい者就労含む：9 名 

・ 医療機関にて診断を受け、手帳の申請を行い、障がい者就労に進んだ方（2 名） 

・ 医療機関にて診断を受けたが、自分の特性を理解し、特性に応じたアルバイト

や仕事を探して就労した方（7 名） 

＊ 検査や診断によって、自分の特性や精神面への理解が深まると、就労への

意欲が高まる傾向がある。 

＊ どのような働き方をするかは、それぞれの人生観・価値観が大きいため、

本人が納得できる形をサポートする姿勢で支援していく。 

 

③ 面談継続中（中断を含む）：13 名 

・ 精神科・心療内科等の通院が終了、または中断した方の相談が多く、精神面で

の課題がある方が多い。 

・ 発達障がいや精神疾患の可能性を伝えても、受診を拒否され、サポステでの就

労準備を希望されるかたも少なくない。セミナーやジョブトレ、学び直しなど

を受講し、苦手な面や自分の特徴を理解していくことで、再度受診のタイミン

グが生まれることがある。ご本人の意向を尊重しながら、多義的かつ長期的な

支援の目をもつ必要性がある。 
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＜別紙資料＞　臨床心理士実績報告

年齢 性別 紹介元 主訴 支援経過

1 20代後半 男性 父親から
人と話をするのが苦手。面
接が心配。

発達障害の可能性を伝え、新潟県発達障がい支援センターＲＩＳＥを紹介。

2 20代前半 女性
ハローワーク
（以下ＨＷ）

から

人と関わることに不安が強
い。

発達障害の可能性を伝え、新潟市発達障がい者支援センターＪＯＩＮを紹介。その後、医療機関
で診断を受け、現在地域活動支援センターⅢ型を体験利用中。

3 20代前半 女性 ＨＷから
不安感が強い。質問が出来
ない。メモが取れない。

通院していたが、改善されず。発達障害の可能性を伝えＪＯＩＮを紹介。他の医療機関にて診断
を受ける。今後障がい者就労を目指す。

4 30代半ば 男性 父親から
生活リズムが整わない。人
間関係を継続できない。

発達障害の可能性を伝え、ＪＯＩＮから医療機関を受診し診断を受ける。今後、就労移行支援事
業所等を検討する。

5 30代半ば 男性 新聞から
コミュニケーションが苦手。
人の輪に入れない。

精神疾患で通院していたが改善されず。発達障害の可能性と伝え、ＪＯＩＮにて相談後、他の医
療機関を受診し診断を受ける。就労継続支援等を見学後、体験利用を待っている。

6 10代後半 女性
新潟市立高校

から
就職活動に不安が大きい。
病気があり心配。

主治医へ情報提供書を渡していただき、病院にて心理検査を実施。精神疾患に加えて知的障
害の診断を受ける。本人・母親と、今後の働き方を検討中。

7 20代半ば 女性 知人から
精神的なものが体調にでや
すい。

医療機関を受診中。検査後、連絡がある予定。

8 20代後半 男性 ＪＯＩＮから
精神疾患なのか発達障害な
のかはっきりさせたい。

精神疾患で通院していたが改善されず。詳しく検査するために他の医療機関を受診し、発達障
害の診断を受ける。現在ＪＯＩＮにて相談中。

9 20代前半 女性 ＨＰから
将来のことが不安。食欲不
振、気分の波が激しい。

医療機関受診。精神疾患の疑いがあるため、現在はまず服薬治療を優先。

10 20代前半 女性 ＨＷから
コミュニケーションが取れな
い。理解力が乏しい。

医療機関受診をすすめ、知的障害と発達障害の診断を受ける。しかし短期のアルバイトを自ら
探し、就労決定。

11 20代後半 男性
リーフレットか

ら
対人ストレスから体調不良
になりやすい。

精神疾患で通院していたが改善されず。発達障害の可能性を伝え、ＪＯＩＮにて相談、他の医療
機関を受診。現在は若者支援センターオールにて活動しながら、単発のアルバイト継続中。

12 20代前半 女性
新潟市立高校

から
人がたくさんいるところが苦
手。

医療機関を受診。知的障害の診断を受けるが、短時間の清掃のアルバイトを探し、就労決定。

13 10代後半 男性
新潟市立高校

から
人間関係に慣れたい。ジョブ
トレしたい。

オール中心の支援。オールより医療機関を紹介。知的障害の診断。就労移行支援事業所にリ
ファー。

14 30代後半 男性 ＨＷから
コミュニケーションが苦手。
人を避けてしまう。

精神疾患で通院していたが、治療は終了。職業訓練受講中。

15 20代後半 男性 保健所から
病気とうまく付き合いながら
就労を考えたい。

精神疾患で通院していたが治療は終了。得意分野を生かして就労決定。現在ステップアップセ
ミナーを利用中。

16 20代前半 男性 ＨＷから
就職活動に不安がある。何
ができるのかわからない。

職歴・得意なことを整理し、ＨＷに同行。得意分野を生かしアルバイト決定。ステップアップセミ
ナー受講予定。

17 20代後半 女性 ＨＷから
やりたいことと自分の適性に
ついて相談したい。

精神面からくる体調不良もあったが、アルバイト決定。アルバイトと並行して、医療機関にて通
院・カウンセリングを継続している。

18 20代後半 男性 ジョブカフェから 就職活動への不安がある。 障がい者就労を継続中。フォローアップの面談実施。

19 30代後半 男性 ＨＷから 人との意思疎通が難しい。 医療機関を勧めるも拒否。サポステ利用を中断。ボランティアを継続中。

20 20代半ば 男性 ＨＷから 声が小さく面接が心配。
精神疾患で通院していたが、治療は終了。面談・セミナー・ジョブトレを経て、アルバイトを検討
中。

21 30代前半 女性 ＨＷから
人ごみに入ると心身の不調
が起きやすい。

発達障害の可能性を伝えるが、拒否。受診も視野に入れながら、面談やセミナー、オールを利
用中。現在ジョブトレが目標。

22 30代前半 男性
新潟県求職者
総合支援セン

ター

何から始めていいかわから
ない。

就労意欲はあるものの、なかなか動けない。面談を継続しながらセミナーも受講中。

23 20代後半 女性 ＨＰから
不安が大きい。就職しても人
間関係が上手くいくか心配。

精神疾患で通院していたが、治療は終了。面談を通して不安が徐々に改善。キャリアコンサル
タントと連携しながら、アルバイトに向けて活動中。

24 10代後半 男性
新潟市教育委
員会ＳＳＷ(※)

から

母：サポステを利用して就職
してほしい。

面談・セミナー利用を勧めるも、面談予約後キャンセルとなる。

25 10代後半 女性
サポート校

から
人と話せない。集団に入れ
ない。

面談のみしか利用できず。今後保護者を交えて、発達障害の可能性をお伝えする予定。

26 20代半ば 男性 新聞から
対人恐怖症的なところがあ
る。

医療機関での治療が中断。再受診を勧めるも拒否。面談を開始し、徐々にアルバイトに向けて
意欲的になる。キャリアコンサルタントへ。

27 20代後半 男性
ひきこもり支援

センター

人が集まる場を避けてしま
う。発表場面・面接場面が苦
手。

面談・セミナーを利用しながら、徐々に自信をつけ、アルバイトの面接を受け始めている。

28 20代半ば 男性 オールから
就労への一歩が踏み出せな
い。

ジョブトレ見学に行くが体調不良を起こしてしまう。自己理解を深めるための面談を継続中。

29 20代前半 女性 親から やりたいことがわからない。 医療機関に通院していたが終了。面談・セミナーを利用しながら、将来の方向性を検討中。

30 10代後半 男性 家族から やりたいことがわからない。 面談継続中。高校卒業資格に向けて進学を検討中。

31 20代後半 女性 医療機関から
何から始めていいかわから
ない。

面談継続中。まずは体調不良の改善から始め、徐々に就労を目指す。

③
サ
ポ
ス
テ
面
談
支
援
継
続
中

（
も
し
く
は
中
断

）

①
医
療
機
関
・
専
門
機
関
へ
の
リ
フ

ァ
ー

②
就
労
決
定
者

（
一
般
・
障
が
い
者
就
労
含
む

）

(※)SSW…ｿｰｼｬﾙｽｸｰﾙﾜｰｶｰ
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ジョブトレサポーター配置事業 

（１） 実績 

① ４月～１０月 実人数１２０人、延べ人数４４９人。 

② ４月からの半年の間に農業ジョブトレ経験者が３名農業従事者として就労した。内訳

は稲作農家、花卉農家、トマト・イチゴ栽培農家各１名。 

 

（２） 新規ジョブトレ先の開拓 

① 就労にはまだ時間を要する利用者でも可能な業務を行うことのできるジョブトレ 

先の開拓。具体的には各区の公立図書館の書架整理、大学研究室の書類整理、愛玩

動物（ネコ）の世話など。 

② 新潟市 8 区へのジョブトレ先の拡大。大手スーパーにジョブトレ先になって頂いた。

“飛び込み営業”等も実施し現在４０か所程度のジョブトレ先を確保。 

 

（３） チョビトレの実施 

 ジョブトレをしたいのだけどまだ自信がないという利用者に対しては将来ジョブトレ

を行うことを前提に毎週一回時間を決めて事務所内で軽作業を実施。チョビトレもジョ

ブトレ前の正規の業務と位置づけ、ジョブトレサポーターが協力事業所の担当者役とな

り作業内容を明示し、就労に近いイメージですすめている。チョビトレ内容としてはハ

ローワークの書類の封筒詰め、市内各所の児童館で使用するおもちゃの製作など。なお、

児童館の夏祭り等のイベントに出張チョビトレと称して手伝いに出かけ、コミュニケー

ションスキルの向上、社会性の涵養に役立てている。 

 

（４） ジョブトレ紹介セミナーの実施 

 月に１度、ジョブトレの意義、ジョブトレ先の紹介を目的とした標記のセミナーを実

施。ジョブトレサポーターが講師となるが、参加者が最も興味関心の強い内容は実際に

ジョブトレを行った経験者へのインタビューである。ジョブトレ前及びジョブトレ中の

不安、ジョブトレで身についたことなど経験者の話はやはり説得力があるようである。

多くの質問も発せられ、ジョブトレの周知と共にジョブトレへの不安解消に大いに役立

っている。 

 

（５） ジョブトレ in NIIGATA の実施 

 毎年、ジョブトレ経験者と協力事業所、ジョブトレ候補生が一堂に集まり、ジョブト

レ経験者と事業所の体験（意見）発表を実施。毎年建設的な意見が多く述べられ、傾聴

に値し、実施可能なものはジョブトレ事業に反映している。今年度は１２月５日（金）

午後２時から午後５時まで万代市民会館で行うべく、準備中。 

 

（６） 新潟地域就労体験受入企業連絡会の開催 

 上述の協力事業所の担当者と関係機関にお集まりいただき、連絡会を開催。ジョブト

レサポーターからジョブトレの実態をお話しし、出席者からはより良いジョブトレにす

るための建設的なご意見を頂いている。今年度は２～３回実施する予定。 
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新潟地域若者サポートステーション開設 7 周年記念事業報告 

「Re-think サポステ ～あらためてサポステの意義を考える～」 

 

１．日  時 ２０１４年８月８日（金） １３：３０ ～ １６：３０ 

 

２．会  場 新潟市万代市民会館 ６階大ホール 

 

３．目  的 若者を取り巻く状況や新潟地域若者サポートステーションのこれまでの取り組みを整理 

しつつ、今後の支援の在り方を考える機会とする。 

 

４．概  要 設立当初は居場所的・地域活動支援センター的な役割も担っていたが、新潟市若者支援 

センター「オール」や新潟市ひきこもり相談支援センターが開設される中で、サポート

ステーションの位置づけも、より「就労」に絞ったものになってきた。そうした状況を

踏まえて、今後の若者支援の在り方がどうあるべきかを、基調講演にて日本の若年者雇

用のそもそも論を整理した上で、パネルディスカッションにて現場で活動している方々

からお話を伺った。 

 

■基調講演：「若者支援問題 整理と展望」 

◯講師：濱口桂一郎氏（独立行政法人労働政策研究・研修機構主席統括研究員） 

◯内容：若者雇用問題とそれに対する政策の推移を概観し今後の若者支援の方向性を探る。 

  

■パネルディスカッション テーマ：「あらためてサポステの意義を考える」 

◯パネリスト：濱口桂一郎氏 

近昭子氏（若者支援センター「オール」） 

蛯原勝氏（新潟パーソナル・サポートセンターＴＰＳ） 

新美建治（新潟地域若者サポートステーション相談プロジェクトチームチーフ） 

（コーディネーター：小椋真一（企業組合労協センター事業団北陸信越事業本部事務局長）） 

◯内容：サポステのこれまでを振り返りつつこれからの若者支援のあるべき姿について考える。 

 

５．参 加 者  一般参加者 ９４名（来賓等含む） 講 師 等  ３名 

関 係 者 １８名   合 計    １１５名 

 

６．実施効果  

 若者の現状を、労働政策や労働環境の観点から整理して理解することができた。 

 現在の新潟市における支援の体制（にいがた若者応援ネット）や、その中におけるサポートス

テーションの役割について理解していただくことができた。 

 サポステ利用者の中で年少の利用者の中で貧困が顕著になりつつあること、卒業生の多くが非

正規雇用であることなどを知っていただくことができた。 

 

７．反 省 点 

 基調講演の内容が固めであり、パワーポイントなどが必要であった。 

 時間配分のバランスが悪く、パネルディスカッションの時間が短くなってしまった。 
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セミナー事業（新規） 

（１）親セミナー（2 回／年間） 

 就労に困難を抱えるお子さんをお持ちの親御さんを対象にして、就職活動の流れと親と

してよりよいサポートを行うための学習会を、中央区以外の区での開催。 

①第 1 回目       ・7 月 6 日(日)  南区白根健康福祉センター：参加者 16 名 

 ②第 2 回目 開催予定  ・12 月 7 日(日) 西蒲区巻地区公民館  

 

（２）履歴書の個別指導 

１人につき３～４回を目安に、個別で履歴書作成の指導を行う。以下２コースを用意。 

１ 目的達成コース 希望職種が決まっている人向けに短期で指導 

２ 初心者コース 

１度も履歴書を書いたことがない人向けに、まず履歴書を完成させ

ることを目的としている。 

ハローワークの求人票を１枚用意し、受けると仮定して作成指導。

 

卒業生ステップアップ事業（新規） 

（１）趣旨・目的            

・ニート、引きこもりへの後退防止     

・キャリアアップによる労働条件向上     

・サポステ卒業者就労状態実態の把握 

 

（２）事業内容     

 ・職場定着支援 

 ・ステップアップ相談 

 ・就労状況追跡調査 

 

 

 

 

 

 

（３）支援体制             

・ステップアップ支援員常勤１名     

・  〃      非常勤１名     

（４）対象者 

・平成 25 年度就職決定者 207 名 

・平成 26 年度就職決定者  69 名（9 月現在） 

仕事応援セミナー 

 ・大人の立ち振る舞いを身につけよう 

 （姿勢、あいさつ、おじぎ等） 

 ・第一印象を良く見せるために 

 ・ビジネスマナー総集編（話し方も学んでみよう） 

 ・ビジネスシーンでの電話対応 

 ・「報・連・相」の重要性 

・ビジネスメイク・女性の立ち振る舞い 

・知ってるようで意外と知らない「お金」の話 

 （一人暮らしに必要な資金、収入と使えるお金、社会保険制度等）
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学校連携推進事業 

 

（１）今年度の支援対象者を「中退者」に限定 

厚生労働省は今年度の対象者を「中退者」に限定 

それにより従来から対応してきた方々は例外としながらも、現在では新規の在学生の支

援は行えずにおります。 

 

（２）市立高校（モデル校）でのフリー相談事業にサポステ臨床心理士が参加 

一方、学校連携推進事業で特筆すべきは、サポステのメイン相談事業に効果を発揮して

いる臨床心理士が、新潟市の新潟市立明鏡高等学校様をモデル校として、校内フリー相談

事業に訪問相談員として深く関与させていただいていることです。 

 

（３）３支援機関が連携しながら得意分野を分掌 

当校での相談支援は、新潟市若者支援センター「オール」と新潟市ひきこもり相談支援

センター「ひきセン」、そして弊所の３支援機関が合同で組織した「にいがた若者自立応援

ネット（事務局：オール）」で対応しています。「社会参加」はひきセン、「社会的自立」は

オール、「職業的自立」はサポステと、それぞれの支援機関が連携しながら得意とする分野

を担当支援しています。 

具体的な動きとしては、毎月１回オールの相談員とサポステの臨床心理士が学校に訪問

します。相談の内容も不登校・特性や障害と手帳取得から家庭の問題（家族間や経済的な

問題）や就職・進路等多岐にわたります。また、訪問時に対応した内容をネットの会議（毎

月１回開催）に持ち帰り、更なる検討を加えます。 

 

（４）新潟市若者支援協議会による全面サポート体制（広く厚い面の支援） 

 さらに、当ネットは「子ども・若者育成支援推進法」に基づいて発足した「新潟市若者

支援協議会」の１専門部会にもあたり、相談の内容が緊急性をはらみ複雑かつ高度な課題

を含むなど、解決に向けて更に専門的な機関との連携が必要となる場合には、ネットの会

議から即座に協議会に上程されその対応がマクロ的に検討されるなど、広く厚い面の支援

が可能となり、生徒・保護者・そして学校からより一層の信頼を得、今後も期待をされて

ゆく事業です。 

 

[平成 25 年度実績] 

・相談対象者：31 名 

[平成 26 年度 4 月～10 月現在] 

・相談対象者：15 名 
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